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本 稿 は1930年代 にお け る総 督府 の農 村 統制 を分lli.〒す る 《)ので あ る。 そ の際,
分 析 の 焦点 は総 督府 の部 落1)統制 の仕組 み に 当て る、.部落 統 制 の仕 組 み に焦 点
を当 て るの は,植 民地期 にお け る朝 鮮 農業 の変 化 の羅 村 組.;織に及 ぼ した影 響 が
そ こで もっ と も集 中 的 にあ らわれ て い る と考 え る.か1:と・で あ る。 また,1930年代
を中心 とす る理 由 は,1930年代 に至 って農 村 統制.7::・{・..一.・応.,作 りだ され た と考 え
るた め で あ る。詳 細 は本論 に譲 るが,邑 ・面.一 ・中心 人 物 ≧)一 一部 落 とい う農
村 統 制様 式 が成 立 した とい う こ と.であ る。
それ で は,ま ず,農 村統 制 に関連 す る これ ま でCI研究 をま とめて み よ う。1)
併 合後,総 督府 は,部 落 の 「共 同組織 」(註1を 毒…・.照)を否定 し,そ の機 能 を
面 へ と統 一 しよ う とした。 そ のた め,総 督府 は面1…lil1.「(第.2節を参 照)を 施 行 し
1)李 朝時代の部落 は農村における基礎的な再生産単位であ.・=::;こk:部落髄'Oの生産は,基 本的には,
個々の農民が自らの耕地 を耕作することによって営まれてい:ヨヒ.が:1労1動交換 の組織 水利施設,
入会地等が農民の生産活動を補助していた。分配は地主小作関係によゲて規制されていた。 もち
自作農 も存在 していた。交換を通じた必要 な物質の;Fiji.二」鵠 ホ・もに・ 西 ソシ(定期市の名うんロ
称)で 行われた。 また,契 として代表 される,多 様な 「共圖組織」(杜ご本武祝 植民地期朝鮮の
農業 政策 と村落 「朝鮮史研究会論文集一129号,1991年,93'・.=.一..ジによ.る。以下,括 孤 な し に 使
う)が部落の再生産を補 。ていた.そ の共同性は,李 朝隷 から徐hl.麟ま・・て きたものの・植
民地期まで も根強 く存在 していた。共同組織の存在がそれ を:可能 とした(同 上の松本論文 と大和(「歴史評論」
和明,植 民地期朝鮮地方行政 に関す る一試論一 面制の確:Il制翫程 を中 心 に一一,
14.府2雄郡2島,49邑2391面,28,336ユ988年6月)とを参照)。1930年現在,朝 鮮は13道., 58号,
町.洞 哩 と繊 されてお り,町 洞 ・里は概ね74脚 余・::培1軸・よ・.構成されている・一部
落の平均個数は40戸である。
2)中 心人物 とは鰭 の諸隷(第3節 を参照)の 遂行におい.仲'しになる者 である・総督府は中
堅人物 という用語 も使 っていたが,同.じ人物が中心人物 とも.4,E人物 と:も紹介されていたので,
本稿ではその二つを区別 していない。
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た8)。2)と ころ が,3.1独 立 運動 フ
に よ る統 制 の限 界 が 明確 に な り4),そ1
・育成 しは じめた5)。3)来 た,総 督1
うに奨 励 ・誘導 し,農 村振 興 団体 の統{
4)農 村振 興 団体 の設 立 は 「農村 振興i.
振興 団体 の 中心人 物=「 農 村 振興 運 動一
中か ら求 め,そ の担 い手 を政 策的 に育1
これ ま で の研究 に よ って,総 督府 が1
して農 民 を統 制 し よ うと した こ とや部
等 は 明確 にな った とい え よ うが,筆 者
析 され ず に残 って い る と考 え る。 第1、
i:.::1.・2.・3暑
{:1:全国 的 に拡大 す る よ うに な る と,面 制
レ.を補 完 す るた め,本 格 的 に地主 を包 摂
{!・:.1ご1二部 落 に農 わ士振 興 団体e)を設立 す る よ.
i...:を通 じて農 民 を統 制 しよ う とした7)。
;:i働..1期にコ奪格 化 した8)。総 督 府 は農 村
.一Z)民間側 の担 い 手 を主 として農 民層 の
;.:llし.〆た9㌔…
【1落レベル での組 織 を 作 り,そ れ を利 用
;;,.:の中 心人.物として農 民 に着 目 した こと
';:.少な くと.も3点が 曖 昧か,あ るいは分
音階 の共 同組織 の機 能 を否 定 し,そ れ





総督府 と地主の政治的連合(堀)と 「産米増殖孟.卜画」 を:…F胴1した地主に対する経済的補助(河合)
とである。




おもに部落の再生産を図る団体である.,伝統i勺な共同組織 にその起源を置 くもの もあ り,総督府
の政策によって作 られたもの もある。農村振興会.や様々ビ;:名称の契がそれに属する。
7)青 野正明,植 民地期朝鮮における農村再編成政策の位概 付け一 農村振興運動期を中心に一,
「朝鮮学報」136輯,1989年。
8)青 野正明,同 上。 「農村振興運動」は,農 民蹴 ヵを防1止=し,満州事変以後 の 「国際的難局」を
切 り抜けるために1933年8月か ら始まった総f府o)農業jot策である。 このために総督府は経済面
では農家経営の立 て直 しを,精 神面では 「農}1:1道一1の確立や皇民思想の徹底化を図った。また,
「農家経済更生.計画」や 「部落組織事業」等の具体的な1施策を施 した(詳 細は.富 田晶子.準 戦
時下朝鮮の農村振興運動,「 歴史評論」377・i….i・:1581年9月を参照)。
9)富 田晶子,農 村振興運動下の中堅人物の蓼i/成.一一一準戦時体制期 を中心に一,「 朝鮮史研究会
論文集」第18集,1981年。中心人物についての飽の研究については第3節 の4で 検討する。 また,
松本武祝,前 掲論文は総督府による村落 レペ ・..・での組織化を可能 とした条件 を分析 しており,そ
植民地期に村落秩序が不全化 し,総 督府の行政がの点で注 目される。肉によれば,そ の条件4a:,
村落秩序を代理す るようになったとい うものである力三,」〕こが村落組織その ものを分析 しているこ
とではないので,具 体的には言及 しない。
1930年代朝鮮における総督府の1　i村統制(173)ユ73
を面 に吸 収 しよ う とした 総督 府 の政策 が農 村振 興団 体 の設 立 を助 長す る方 針 に
変 化 した 理 由 は な にか。 第2,既 存 の研 究 によれ ば,).9e;〔}年代iこは総 督府 が農
村 統 制 の た め に積 極 的 に地主 を育成 ・利 用 したが1:1930=:EpI代か らは農 民 を も育
成 ・利用 す る よ うに変 わ った。 それ な ら,な ぜ,総 督 府 の政 策 が農 民 を も育成
・利 用す る よ うに変 化 した のか 。第3,農 村振 興 団体 の実 態(機 能,構 造 お よ
び 中心人 物 の性 格等)に つ いての分 析が きわ めて 不十 分 で あ る。 しか しなが ら,
それ を分 析 しない限 り,農 村統 制 と農 村振 興 団体 を関 連づ けて論 ず る こ とは で
きな いで あ ろ う。
11総督府の農村統制様式の変化と農村振興団体の設立
1910年代 にお け る総 督府 の農 村統 制 政策 の基本}:≒:19:17=xI=L:二施 行 され た面 制 に
示 され て い る。 総督 府 は面 を地 方 制 度 の基 礎 単位 と画定 し,そ の 下位 に部 落 を
任 意 に組 み合 わ せ て作 った洞 ・里 を置 いた,,区=ii…i;=::=・洞 ・里長iこは 地方 の有 力者
(おもに両 班 ・儒生)を 任 命 し,彼 らを媒 介 して農村 統制 を達 成 しよ う とした。
と ころで,洞 ・里 に は役所 がな く,区 長 だ けがli!:i日面 のi指導 に従 って部落 に そ
.の指 示 事項 を伝 達 してい た12)。一 方,「 部 落 観念 を強 め るの は面 の観 念 を弱 め
る結 果 にな りはせ ぬ か とい う意 見 もあ り,… …部 落 ぽ行:政施 設 上,余 り認 め ら
れ 」1。)なくな った。 その結 果,「 古来 朝鮮 にお い て官 治行政 の不 備 を 補 う 為
に」 行 われ て きた 「人 民 の(部 落 単位 の一一一朴)1…讐i治活動 」11>は認 め られ な く
な った。 した が って,こ の時期 の統 制様 式 は大 体,面 ・一一一区長 一 農 民 とい う
もの であ った と言 って よい と考 え る。
と ころで,農 民 の共 同組 織 の機 能 を無 視 した,以 上 の よ うな農 村統 制 は農 民
運 動 を防止す る こ とが で きず,農 業 開発 に も必ず.しも有利 に働 か なカ・つた 。 ま
ず,農 民 運 動 につ いて 検 討 しよ う。 周知 の とお1::,:農民運 動 は 工920年代 初 め 頃





農 民組合 運 動(政 治主 義 的運 動)と 朝鮮 農 民社 萸塁動(経 済 主 義 的運 動)と い う
二 系 列 の農 民 運動 が存 在 して いた。 と.1:二ろで,・その組 織 には共 通 の特 徴 が あ っ
た。 それ は洞 ・里 または 部 落 レベ ル の組 織 を作'⊃た こ とであ る。赤 色農 民組 合
の代 表 的 な もの であ る定 平農 民組 合 につ いて 検討.してみ よ う。 定平 農 民組 合 は
郡 に組合 本 部 を,面 に その 支部 を(9ヵ 所),澗 ・.里に 班組 織 を(133ヵ所)置
い てい た.13)。定 平郡 に.は面 が9,洞 ・.li:1.が216あったの で,洞 ・里 の62%に班
組 織 を置 いて いた こ とに な る。 ま.た,朝鮮農 民社.はソウル に農 民社 本部 を,郡
に150余 の郡 農 民社 を,洞 ・里 に3,01〔)ID余の一IT1.(洞)農民社 を置 い てお り,里
農 民社 の下位 には部 落 を単位 とす る班組織 を直 し・て いた14)。赤 色農 民組 合 には
部 落 単位 の組 織 が欠 如 して お り,そ の点 ほ 朝鮮 農 民社 と違 うが,洞 ・里 ま でそ
の支部 を置 い てい た点 は 共通 的 で あ った。 と こ=,うが,総 督 府 の行 政組 織 は,地
方 制 度 も警 察組織 も実 質 的 には面 レベ ノ.・で終 わ って お り15>,総督府 は行 政 の力
が及 ば な い部 分 は地 方有 力者 にま.かしてい た。 しか し,地 方有 力者 の総 督 府 へ
の協 力 の程 度 は低 く,区 長 に よ る農 村 の統制 ぽ"il分には行 わ れ て いなか った16)。
したが って,総 督府 に.は部 落 レベル ま「.1'.ドが っ.て農…村 を組 織 す る必要 が生 じた。
続 い て,農 業 開発 に.つい て検討 しよ ㌔ 植 民 地期 以前 か ら朝鮮 の農 村 には契
とい う共 同組 織 が広 く存在 して お り,・1.rれが部落 の再生 産 を支 えて いた 。 総督
府 も 「同一地 方 におい て,数 人 も し く}1.に数十 人.より多 きは数百 人 が相 合 して,
同一 目的 の下 に一 定 の規 約 を設 け て組i.誉.を作1〕、,互いに多 少 の 金品 を拠 出 して
上3)飛田雄一 「日帯下朝鮮農民運動」未来社,:.991年,7・↓ページ。他の研究 を参考 にすれば,洞 ・
里の組織を細胞単位とすることは赤色農民組.台2.::ニ一般的'虚bつたようである。永興農民組合(同
書,104ペー ジ),明川農民組合(浅 田喬二 「.≡本帝国主鞍化¢》民族革.命運動」未来社,192ペー




15)警察組織については,村 上勝彦他3人,植 民地期朝鮮社1会経済の統計的研究①,「 東京経大学
会誌」136号,1984年6月,91ページセ参照'…:i.矛「した.い.
エ6)「有力な両班儒生等にまだ新政の趣旨を理酒IF.tどずして、陰に これ を妨害するもの少なか らず こ
とを大変遺憾に認める ところである」(朝鮮総斜脚 「道内務部長会同地方行政に関する指示事項」
(大和和明,前 掲論文,52ペーージから再引用:D,、「洞里内有力者は区長の職 に就 くことを潔 とせ
ざるの状況」であり.洞 ・里民は区長に従.,,ていなかった(朝 鮮総督府 「面制説明書」1918年)。
ユ930年代鱗 における総督府の農村{lli.　』(175)175
資 本 と為 し,或 いは 経済 上 の福利 を増 進 し,或 い は:社会 共 同 の利 益 を計 る等,
そ の 目的 の範 囲 は極 めて広範 に して,た とえば 殖 産興業 の発達,地 方 自治 の改
善,教 育 知 識 の普 及,風 教 道 徳 の向上,勤 倹 貯蓄 の奨 劾,金 銭、物品 の融通,隣
保 相 互 の 扶助,同 族 同宗 の和 親 同 郷 同業 の協 調,趨i昧娯 楽 の…i致等,お よそ
社 会生 活 に腰 な る雁 の 目的 謝 して・ そ潟・それ　:朧醗 欄 一てい.る」 と述
べ て い た17)。と ころで,契 は主 と し.て部 落 をそ の活ill.舞台 と して い た。
しか しなが ら,総 督府 は19].7年に一面制 を施 行 す る1;::1と:..もに 「従 来各 種 の 団体
に よ って経 営 せ られ つ つ あ る各 種 の.事業 を面 に統一1..,、この秩 序的 発 達 を 図
る」 とい う軸 で共 同騰 が持 。て いた機 有巨を面 に吸.i隠せ よ う とした'8㌔威
鏡 北 道知 事 も 「本道 つ とに洞契 の設置 あ り,道 内各 通:にそ れ をゴ設 立 し,地 方民
風 の鰭 と産 業 の発 達 を期 す る ところ励 しカ・,酬 ゆ 制 定 とと もにそ の事業
を面 に統 一 し,更 に産 業契 を作 りし といえ ど も.そ1:;1.・実行 貝、るべ き もの 少 な く,
年 と ともに頽 廃 に帰 せ り」・・唾 述 べ て い るの で 総 締 の政贅モに よ ・て舗 レ
ベル の共 同組 織 が弱 化 し,そ れ カ・遂:行して いた.機能1:1…・舜無 理・取 され・ そ の結 果
部 落 の共 同組 織 が植 民地 に な って か ら徐 々に減.少し.「〔:いった とい えよ う。
と ころ で,面 財政 は非 常 に貧弱 で あ っ.て,農業 関 係 の面職 員 と.して は一 人 の
勧業 書 記 を置 い てい るだ け で あ った 。勧業 書 記 一人 で は公文 の発 送 や接 受 以上
の こ とは ほ とん どで きず 濃 民 に対 す 磯 菜指 導 もほぼ で きなか った ・ そ して・
1920年代半 ば に至 る と,農 業 開発 の た めには,中 心,1、.物を置1き部 落 ご とに指 導
す べ き とい う意 見 が続 出 した2。)。そ して,部 落 レベノ.・.での農村 組 織 と農 民指 導
が重 視 され る よ うに な 。た.た とえ}ゴ,儲 府 は 歓1畳:共・灘 …L.合を部 落 ご とに設
立 す る よ う指示 した 。 「組 合.」は 小農 生業 資金 の貸lll=」農 事 技 術 の指 導,副 業
の類 渤 倹 節 約 の強 調 婦 人 嘱 外 労 働 の奨 励 ・鰍 励 行 嘱 誘等 を行 う総
、7)朝 齢 督 府 「朝 鮮 の刻 ユ92眸.1-2'・一 ジ.1926年現 在 … ≧::OnにMO67の契 力竃存 在 して い
た 。
18)朝 鮮 総 督 府 「施 政25年 史」 ユ935年,239-240一く一 ジ。
(前篇)1933年,621べ一.ジ。19>朝鮮 総 督 府 「朝 鮮 の 聚落.」
20)「 朝 鮮 地 方 行 政 」 ユ925年,4月,32,.52,71,95ぺ・一ジ。:1..≡126年7.月,13ぺ・一ジ。
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合 的 な農 村振 興 団体 で あ った21,。まli2:二,慶尚 南道 は1914年以 後 沈 滞 し て い た
「矯 風会 を復 興 し」(1931年),部落1〆ベル で それ を組 織 して い った。道 内務 部
長 の発 言 に よれ ば,そ れ は 「農 村振 興部 落 改 謝 のた め で あ った22)。
ま た,1930年代初 め の昭和 恐 慌 に　…:ii聞した農 業 政 策 の基 調変 化 が部 落 レベ ル
の組 織 を一 層 必要 とした。1920年代 には農 政 の基 調 力{米穀増 産 に あ っ た が,
1930年代 には米 以外 の主 穀作 物 と紡1　:!〔=1[::業向 けの原 料 生産 の増 加,米 穀 の質 の
改 良28),昭和 恐 慌以 後 に破 綻 に直 面 した1農民経"旨の立 て直 しへ と変 化 した。 米
穀 増 産ほ,総 督府 が 農会,金 融 組 合:i:…噛 び地 主 の協 力 を得 て,土 地 改 良,優 良
品 種 の普 及お よ び肥 料 の増 設等 の方法 で実 現 で きた 。 と ころが,米 穀 の質 を高
め るため の乾 燥調 製 等 は総 督府 の資ii:i…カ:だけで は遂 行 しに くか った。 そ して,
農 民 の 自発 性 を助 長 す る必要 性 が生 じた。 また,農 民経 営 を立 て直 す ため に も
農 民 の 自発性 を助長 す る必 要 性 が生 じ..その た めに は部落 レベ ル ま で下 が って
農 村 を組織 しなけれ ば な らな くな った,
以上 の分 析 に よれ ば,1)総 督府 は.皇:罷:落}/ベルの 共 同組 織 を無 視 ま たは否 定
し,そ れ を面 に 吸収 しよ うと した。 しかL、,農民運 動 側 の部 落組 織 に対抗 す る
た め に部 落 レベル で の農 村組 織 が必 要 とな り,か っ,農 業 開発 の た め に部 落 レ
ベル で の農 業指 導 が必要 とな った。2)総 督 府 は契 とい う農 村 の共 同組 織 を活
用 す るか24),新た に,部 落 レベ ルの農}寸団体1セ設 立 した。3)そ の結 果,総 督
府 の農 村統 制様 式 は 面が 区 長 を媒 介 して農 民 を統 制す る もの よ り,部 落 の共 同
21)勧農共済組合については朝鮮総督府学務,〒…liI』'小農に1冠する少額生業資金貸付説明書」エ933年を
参照されたい。
22)朝鮮総督府 「朝鮮」1.931年12月,3L-32ぺ・一・:ノ.、、忠清画道(同 上,22ページ)と 江原道(「朝鮮
地方行政」1928年4月87-9兀ページ)も 同様1.1⊃1溶化を示し,.ていた。
23)も ともと,米穀検査は道または商工会議所に:よって行われ状二が,1917年に道に統一され た。 と
ころが,1)道 ごとに検査基準が違 う。2)1.藍1.検査所の間の穀物確保競争のために質 の低い米穀
も高い判定を受ける等の理 由によって,工9騨.F….から米穀L7国営検査 が実行された(朝 鮮総督府穀
物検査所 「,局報」第1巻 第1号,1933年1〔リll:発刊の辞。 菱本長次 「朝鮮米の研究」1938年,
302-304ページ)。したがって,193〔》年代の　ll:策7/1覧,L920年代のそれ よりは,米 の質を高めること
に重点を置いていた といえよう。
24)契 を母胎 として農村振興国団体が形成された例ぽ郷 緊に発見され る(た とえば,朝 鮮総督府 内
務局社会課 「優良部落調」46,47,7く」83:.E!4,90,100,10ユ,119ページ)。
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ここ では,農 村 振興 団体 が設 立 された部 落 が置 か れ て いた条 件 につ い て検討
し よ う。 まず,〈 表1>に よれ ば,模 範 部 落29の階層 構成 は全1報鮮 の それ と比
べ て小 作人 層 の比 率 が低 いの で,農 村振 興 団体 は主 と..1「「て全 国 平均 よ り上 層 の
農 民 が 多 い地 域 で組織 され た とい え よ う。 これ を農 民運動 団体 の階 層構 成 と比
較 して見 る と,こ の性 格 は よ り明確 に な る。 前 出の定 平農 民'Al.合は組合 員 数 が
4,456人で あ り,そ の構成 は 自作農 が21%,自 小 作 農:・i:..:　9%,小 作農 が54%で
あ ったが.定 平郡 の農 家 戸数 は11,775戸で あ り,そ の構成 は地1主i:が3%,自作
農 が35%,自 小 作農 が38%,小 作農 が16%,火 田民 力o;で あ った26)Oまた,
平 安北 道 の一 地 域 の朝 鮮 農民 社 につ いて の調査 に よ才1.ば(社員,409人)1自作
農 が4%,自 小 作農 が33%,小 作 農 が55%,火 田民 が1≡1.%とい う構 成 で あ った
が27),同様1930年にお け る平 安 北 道 の農 家階 層構 成 は 地主(耕 作地 主 を含 む)
が9%,自 作 農が18%,自 小 作農 が24%,小 作農 が4.≦i.i・li..:Jく.田鼠(兼 火 田 民 を
〈筆…1>模 範部落 と全朝鮮とにおける.農家階層構成(単 位;戸,%)
階 層

















(註)模 範 部 落 は 階 層 構 成 は258部落 に つ い て の 調 査 結 果 で あ る、
(資料)朝 鮮 総 督 府 「朝 鮮 の 聚 落」 中 篇,1933年.129-169ページ、 1一,:1「統 計 年 報 」1933年。
25)模範部落 とい うものは農村振興団体 を結成 し,襲村振興を効=lli.il七.に遂行レている部落 を示す。




含 む)が24%と い うもの であ っ た。 要 す るに.,農民 運動 団体 は朝 鮮平 均 よ り下
層 の農民 を対 象 と して活 動 を展 開 し,1鋸寸.振興 団体 は上 層 の農 民 が多 い地 域 を
中 心 と して活 動 して いた とい え よ う。
また,〈 表2>に よれ ば,農 民運動 団体 の勢 力 が割 合 に強 か った地 域 と農 村
振 興 団体 の活 動 が活 発 な地 域 とlit相異 な っ ていた。 代 表的 に平 安北 道,平 安 商
道(朝 鮮農 民 社 の 活動地 域)お よび威 鏡 北 道:(:赤色 農 民組 合 の 活 動地 域)に つ
い て み る と,そ れ らの道 は農 民運 動 団体 の組織 率 にお いて はそれ ぞれ全 朝 鮮 で
第1,2,3位(団 員数 で は2,1,3位)と 高 か った が,農 村 振 興 団体 の 組 織 率
で は 第10,12,9位(団 員数 で は8,].:1、、5位)と 低 か った。 部 落 とい うもの
は農 民運 動 側 と総 督府 との闘争 の 「場 」.であ って,ど ち らもそれ を 自己 の統 制
下 に収 め よ うと した が,そ の中 で総 督 府 はi芽恰 に上 層 の,ま た,農 民 運動 側 の
く表2>農 民運動 団体 と農村振興団体 の状況
道 名
京 畿 道
忠 清 北 道
忠 清 南 道
全 羅 北 道
全 羅 南 道
慶 尚 北 道
慶 尚 南 道
黄 海 道
平 安 南 道
平 安 北 道
江 原 道
威 鏡 南 道
威 鏡 北 道
全 朝 鮮






































































































(註)1.団 体数 と団員数は農民千人当 りの毫i「れである.1,
2,全羅北道,平 安北道,威 鏡南通、或鏡:北道の鼠民運動団体ぽ調査の不十分 さによっ
て過少評価 されている。
(資料)金 正明編 「朝鮮独立運動」第5巻 …1.…i・.i蚤…主義運動蕊41。一412ページ。
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力 が相 対 的 に入 り込 んで い ない部落 を優 先 的 に掌 握 して い ったの で あ る。 と こ
ろ で,後 期 に行 くほ ど,総 督府 の統 制範 囲が広 が ゲ1:いった(後 述)。
(2)農村 振興 団体 の機 能 と構 造
続 い て,総 督府 は農 村振 興 団体 を利用 して どの よ{:鹸目的 を達成 し よ うと し,
そ の た め に どの よ うな仕組 み で部 落 を組織 して い った.かを検討 しよ う。
まず.前 述 の模 範 部 落 につ い ての 調査 に もとづ いて蜥,模 範 部落 が 自己 の主
な事 業 と挙げ た もの につ いて そ の頻 度数 を見 れ ば,農 事改 良油粕69,消 費 節 約
が204,副業 奨励 が189,教育 が81,法令厳守 が66(そ1:1)中,納税 期 間厳 守 が57),
社 会 間接 資本形 成 が49,衛生 観 念注 入 が30等で あ った3,
ところ で,1917年に面 制 が施行 され た以後 の面 の:処理 事務 が,1)道 路 ・橋
梁 ・渡 船 ・河 川 ・堤防 ・灌漑 ・排 水,2)市 場 ・造 林 ・農 事 ・養i蚕・畜 産 そ の
他 産 業 の改 良 普 及,3)墓 地 ・火葬 場 ・上 水 ・下 水 ・伝 染 病予 防 ・汚物 の処 置,
4)消 防 ・水 防 等 で あ ったの で29),これ と農 村 振興 団館 の事務 とを比較 すれ ば,
農 事 改 良,副 業奨 励,社 会 間接 資本 形成,衛 生 観念 注入 等 とは面 事:務の肩 代 わ
りであ った とい え よ う。 教 育 は面 事 業 の肩 代 わ りとば"書縦 ないが,農 民 に 日本
語 を理 解 させ る こ とは面 事業 の遂 行 にお いて非 常 に:iii!:要で あ った に違 い な い。
な お,農 村 振興 団体 は納 税期 間 厳 守 に努 力 してい ソζ:::、、面 は面税8ωを徴 収 して
面 財 政 の基 礎 としてお り,国 税 道 税,学 校 費,農 会費 等 の徴 収 を代 行 して い
た ため で あ る8ユ〉。 また,総 督 府 は納 税組 合 の設立 を助濁 して いE)。
とこ ろで,部 落 に賦 課 され た諸 事 業 は部 落 内 に存 在 す る複 数 の農 村振 興 団体






































複数 の農村振興 団体の中には中心 団
別 にまたは事業別 に組織 されていた。
部落 を例 として前者 について検討 しよ
農村振興組合 があ り,そ の下位 に婦人
作農創定連合契 とい う団体があ ったが:
である。農村振興組合は戸主,す なわ
は それ ぞれ成年女子 と未成年男子 を組
次で検討す る事業別団体 とは違 うが,
た。各 々の団体 の実行事項は,.農村振.
難相救,消 費節約(貯 金励行,色 服着.
知,納 税励行,自 警団設置(規 約違反.




年女子 と未成年男子 とに適合 的では る
補 助 していたのである。
続いて,補 助団体が事業別 に組織 さ:
岩里を検討 しよ.うa4)。鳳岩里 の中.心団
33)慶尚北道 「農村中心人物臨地指導要項」19
74%が機 数 の農 村振 興 団体 を抱 えて いた
る諸 農村振 興 団体 の相 互 関係 につ い て検
',.;と補助 団体 とが あ り,補 助 団体 は階層
を…,ず,慶尚北 道慶 州都 外東面 冷川 里 芝 草
う棚。 芝草 部 落 の 中心 団体 として は芝草
1:i≒,少年li弐目(8-20歳の少年 で構 成),自
1こ こで 注 目 した いの は婦 人会 と少 年 団
ち、 成 年:男子 を組 織 し,婦 人会 と少年 団
織 してい た、,そして,婦 人 会 と少 年 団は,
部 落 の諸事 業 の中 の一 部 分 に 専念 してい
.;1組合の それ が農 事 改 良,知 識 普 及,患
用),風 紀 改善(部 落 美 化),労 働 時 間報
者=警戒)で あ り,婦 人 会 のそれ が 託 児所
鶏、 臥織),共 同 作業(共 同 耕作 地,綿
ノ
犀f:二団0)それ が文 盲退 治,自 給 肥 料 奨励,
::等であ った 。要 す るに,農 村 振 興組 合
を担 当 してい たが,婦 人 会 と少 年 団 は成
1::事を分 担 してお り,振 興 組.合の 事 業 を
・;レ1,てい る例 と して 忠清 南 道燕 崎 郡 西面 鳳.
:.;としては 鳳岩 里 振興 会 が あ り,そ の事
;…?;,'yap;90一].コ.∈1ベー ジ 。
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業 は法令 の伝 達徹 底,教 育 向上,勤 勉節 約,納 税準 備金積 コ1二励 行,農 事 改 良,
副 業 奨励,衛 生 改 善等,多 様 な範 囲 にか か ってい た。1:ころ で,振 興会 は い く
つ か の特 定 事業 につ い ては それ を効果 的 に遂 行 す るた:め,補助 団体 を作 って運
営 して いた 。 それ らは産 米改 良組 合,養 蚕組 合,臥 織 貯蓄 契,其 方 教育 契(学
費 積立),成 年 教育 会(学 費 の貸 出 と補 助)等 で あ った。 す なわ ち,農 事,副
業,教 育 等 に つい ては そ れぞ れ の専業 団体 を 作 って窪1≡il灯した ので あ る。
部 落 の中心 団体 と補 助 団体 とは その人 的関 連 にお いて く』有 機 性:を保 って い た。
前 述 の芝草 部 落 につい て の調査 は,1一本部 落農 村 振 興1息合の役 員 の援 助 を得て
… …芝 草婦 人 会 を組 織」 した と述 べ てお り85),少 年 団 につ い て も 「団員 季鐘 武
の発起 に依 り……本 団 を組織 」 した と述 べて い る86)。1i61武は1呈i:草振興 組 合 の
美 化担 当指 導 委員 であ った87㌔
要す るに,部 落 は一 つ の中 心 団体 と複 数 の補 助 団体 に よ って 構成 され て お り,
各 々の農 村振 興 団体 の諸事 業 を分 担 して いた。 また,.冬ノ～の農 村振興 団体 は面
の 事業 を肩 代 わ りしてい た。
全朝 鮮 のす べて の部薄 が 以上 で述 べた よ うな,決 芝1し、た構 造 を持 って いた と
は い え ない。 全朝 鮮 の部 落 数 は74,000余で あ ったが,1933年現在,農 村 振興 団
体 の数 は29,383に留 ま って い るか らであ るく<表2>の 資 料)、,し.かしなが ら,
総 督府 が上 記 の よ うな構 造 に部 落 を作 り上 げ よ う と し.てい た こ とは疑 い ない と
考 え る。 前述 した とお り,農 村振 興 団体 は農 民 運動 団雛 と対 抗ll竃係 にあ ったが,
農 民運 動 団体 はそ の下部 組 織 と して青 年 部,少 年 部,婦 人 部,女 性 部,小 作部,
農業 労 働者 部 等 の補 助 団体 を置 いて お り88),「農 家 経済 更 生 計画 」 の更生 指 導
部 落 につ い ての調 査 に よれ ば,一 部 落 当 り三 つ の部 藷il組織 が 存在 して いた の で








を 通 して 朝 鮮 の 部 落 ま た は 徐 々 に上 詑 の よ う:な重1葦造 に 作 りあ げ られ て い っ た と
推 察 され る。
(3)総 督 府 と農 村 振 興 団 体 の 関 連
こ こで は,総 督 府 の農 村 統 制 組 織 が どの よ う}::二構 成 され て お り,そ れ が 農 村
振 興 団体 を どの よ う に統 制 した か を検 討 し よ う。1930年代 に お け る農 村 統 制 組
織 に 関 す る総 督 府 の 基 本 的 な 構 想 は,特 定 の面 職 員 が 特 定 の 部 落(具 体 的 に は
農 村 振 興 団体)と 関 係 し,そ れ に も ど.つい て 面:が部 落 を統 制 す る と い う も の で
あ った41)。具 体 的 に 京 畿 道 は,1)i〔1…:匡::二お い て6_1:「農 村 振 興 運 動 」 と 関 係 す る
各 課 の 課 長 を責 任 者 と し,そ れ に 関 係1帰 足の 職 員 を 分 属 させ て10班 に分 け,1
班 が2郡 を担 当 す る。2)郡 に お い て嘱:=郡属,技 手,社 会 主 事 等 を 責 任 者 と し,
それ に そ の 他 の 職 員 を分 属 さ せ て面 を分 担 す る。3)邑 ・面 に お い て は 一 人 の
面 職 員 が 一 つ の 部 落 を担 当 して 指 導 す1～,と い う仕 方 を取 っ て い た42)。
以 下,総 督 府 の 構 想 を資 料 に も と づ い て 検 討 して み よ う。 黄 道 海 の 更 生 指 導
部 落 数 は1934年現 在,445で あ った が,指 導 機 関 別 に分 け る と,邑 ・面 が330,
普 通 学 校 が59,金 融 組 合 が48,煙 草 藩……イ1≡組 合 が4,水 利 組 合 が2,警 察 署 が1,
農 場 が1で あ っ た 佃 。 ま た,部 落 指 導 功 績 者26人 の 職 業 を検 討 す れ ば,面 書 記
が8人,面 長 が5人,警 察 官 が5人,金 融 粗 食 役 員 が4人,学 校 職 員 が3人,
郡 職 員 が1人 と な り,面 職 員 の 比 率 が5[/:)%,警察 官 と郡 職 員 を合 わ せ れ ば73%






42)朝鮮総督府 「自力更生彙報」29号,1936年L月zO日。黄海道の事情 も同 様 で あった(黄 海道
「農山漁村振興運動実施の概要」1941〕年,.Eトベ...一・ジ)。
43)黄海道,前 掲書の付表。また,平 安南道IZ:.,指導部落分担状況は,邑 ・面685,普通学校228,金
融組合106,警察98,農会79,漁業組合12,1:il…1漿組合7,そ の他24であ った(「京城 日報」1937年







ば ない ところ を金 融 組合,農 会 お よび普 通学校 讐が補..ブ⊂いたわ け で あ る45)』
普通 学 校 は その普 通 学校 か ら 「卒業 生 指 導」㈹ を受 け た卒業生 が中 心 人物 にな
った際 に彼 を指 導 し,金 融組 合 と農 会 は 資金補 助 や技 術指 導 を可i由と して指 導 し
た と推 察 され る47)。
と ころで,農 村 振 興団 体 に対 す る行政 側の指 導 者 のか か:わり方 は どの よ うで
あ った か。 それ を前述 の 部落 指 導功 績者 につ い ての誇li鷹に基 ・ついて:検討 しよ う。
功 績 者26人につ い て の調査 に基 づ いて指 導者 のか かわ ・〕方 を整 理 すれ ば,次 の
よ うに な る。1)指 導者 は 自己 の担 当部 落 に行 って既 存::の中£♪人物 と接 触 す る。
中心 人 物 が い ない場 合 は 中心 人物 を発 掘 す るか,暫ll:i:≒勺に中心 人物 を 代 理 す
る㈲ 。2)中 心人 物 と協 力 して既存 の農村 振興 団体(フ議 監動 を活 発イヒ譜 せ,さ ら
に,新 しい農 村振 興 団体 を作 る。3)郡,邑 ・面,≡ii:;:融組 合お よび農会 等 と緊
密 な連 絡 関係 を形 成 し て農 村振 興 団体 の事 業 の成果 ・i、:高め る、4)以 上 の 方法
で もって部落 民 を農村 振 興 団体 に組 織 す る。
よ り直 接 的 には 次 の よ うな方 法 も利用 され て いた.、勧農 共済 組 合・は一 人 の組
合 長 と一 人 の勧 農 輔導 委 員 を置 いた 劒。 邑 ・面 長 が組 合.長を兼 ナ;λて お り,勧 農
輔 導 委員 は,た い て い,そ の部落 の中心 人物 で あ っだ1「:1㌔、勧農 輔 導委 員13人に
つ い て の調査 報 告 に よれ ば,区 長 が5人,農 村 振興 団外 の役人 が3人,.前 面 長
が1人,面 協 議会 員が1人,そ の他 の者 が3人 であ った5D。要 す るに,行 政機















関 係 を 利 用 し て 部 落 を 統 制 し た の で あ る52)。
(4)中心 人物 の階層 構成
最 後 に検 討 したい のは,農 村振 興ii…:[1体の中.・心.人物 につ い てで あ る。 中心 人 物
につ いては す で にい くつ か の論 文 が あlLそ:幸しを要 約 すれ ぼ,1)総 督府 は,
ユ930年代 の朝 鮮 で展 開 され た農 村 板輿 運 動 に:おい て,そ の民 間 側 の担 い手 を生
み 出す た めに 中堅人 物 を養成 した。1:::.1::=.ろで,上 層 の農家 の青年 が その対 象 と
な った58)。2)ところが,京 畿道 駿州 郡 に.ついて の事 例研 究 に よれば,養 成 中
堅 人 物 は部 落 の 中心人 物 にな らず に111ii事務 所 の華馨記 ・技 手 等 に な って い った54)。
3)「 農 村 振興 運 動」期 におけ る部il{…il組織 の指 導享層 は地主 等,当 時,「 有 志」
と言 われ てい た人 物 で あ った55)。駿 州郡 に つい'..この研 究 は事 例 研 究 にす ぎず,
もちろん その結 論 を一 般 化す る こ とIl:;]=て}ぎない。 しか し,そ の限 界 を認 め な が
ら,こ れ まで の研究 を要 約す れ ば,総 督府 の 中心人 物 育成 事 業 は 失敗 に終 わ り,
部 落 の中心 人 物 はそ のほ とん ど.が地:≡i:il等の 「:有.志」 で あ った。
と ころが,実 態 は これ までの 研究 と,は違 って いた。 それ を資 料 に基 づ い て検
討 しよ う。 まず,1928年に行 わ れ た2ii.人の 中心 人物 に つい て の調 査 に よれ ば,
中 心人 物 は面 長 が3人,面 協 議 会員.が2人..i面:技手 が1人,区 長 が8人,普 通
学 校 学務 委員 が2人,普 通学 校 校長.が.1人.,普通 学校 訓導 が2人,水 利 組 合 長
52)部落を指導する諸機関の横の関係 を究 明.:}..ることも必要であるが,本 稿の分析はそ こまでは至
っていない。筆者は暫定的に郡 レベルで調　1:iが↑:∫われた と考 えている。邑 ●面農村振興委員会が
組織 されてはいたが,農 会 と金融組合の事.il「i領域1:k大イ季;郡であったので,邑 ・面 レベルでの調整
は難 しか ったであろ うか らである。・一般的2.=濃会 と金融組合は総督府の指示 ・監督に従 っていた
.と言 えるので,郡 が部落の割当や事業の領域.割ζ二つい一(:グ)大枠を決め,他 の機関がそれに従 った
と考 える。
53)富田晶子,農 村振興運動下の中堅 人物の.差:i成.一一一準戦日寺体.制期 を中心に一,「 朝鮮史研究会
論文集」18集,1981年,166-168ページ。
54)青野正明,朝 鮮農村の 「中堅人物」一一一一:.ll!畿道襲歩1'[郡の場合一,「 朝鮮学報」141号,1991年
10月,59-61ページ。 氏によれぽ,養 成ヰ・.[二.・人物が受爵ナ'た教 育は,農 民が神社信仰に基づいて農





が1人,畜 産 組 合仲 介 人 が1人,農 会 通常 委 員が2人,苗 木 組 分 副組合 長 が1
人,綿 作組 合 指 導 員が1人,身 元 不 明が3人 であ り,平1均年 齢 が44歳で あ った 。
また,そ の 中 で19人が 農村 振 興 団体 の役 員 で あ った56},,と:ころで,特 記 す べ き
こ とは,彼 らの ほ とん どが行 政側 の人 物 であ った とい.う.:::とで あ る。 特 に,面
と普 通学 校 の関 係者 が その64%を 占め て いた。:1928年は総 督府 に よ る農 村振 興
団体 の 育成 が始 ま って,そ れ ほ ど時 間が 経過 して い なめ...,、た の で,ま だ,中 心
人物 の発 掘 ・育 成 が本 格 的 に行 われ て い なか った であ ろ 肌,中 心 人物 が お 竜に
行政 側 の人物 で あ った のは その た めで あ る と考 える。資 料 か ら・薩 接的 に階層 を
判 断 す る ことは で きな いが,李 建 需,金 時 煉 は 自作上1s'.,:あり,趙 鐘 泰,許 墜
等 は地 主 で あ った と考 え られ る57)。
とこ ろで,1930年代 半 ば 頃 にぽ事 情 が相 当変 わ って い:流;。ユ935…36年に 行 わ
れ た34人の 中心 人 物 につ い て の調 査 に よれ ば,中 心 人 物 の中 で4改 測 の人物 と
認 め る こ とが で きる者 は面 協 議 会員 が2人,殖 産 契 主;….1≡i:が1人,区長 が4人,
面 長 が1人,郷 軍幹 部 が1人,水 利 組 合役 員 が1人 と全 体 の29%に減 ・・てお り58),
総 督府 の行 政 に直接 的 に携 わ って い ない者 の 中か ら部 落 の中心 人 物 が誕 生 して
きた 。 これ は部 落指 導 員達 に よ る中心人 物 の発掘 ・育成 の結 果 だ っナニであ ろ う。
卒 業生 指 導 を受 けた者 が部 落 の 中心 人物 にな って い ゲ1::場合 も確 認 され る5θ)。
また,平 均年 齢 は40歳であ り,農 村振 興 団体 の役 員 が3〔.広で あ る、.平均 年齢 が
低下 したの は相 対 的 に若 手農 民 の 中か ら中心 人物 を育成 した た め で あろ う。 ま
た,農 村 振興 団体 の役 員 の比 率 が高 ま って い るの は農 村振興 団体 が設 立 され た
部 落 の範 囲 が広 が り,農 村 振 興 団体 の数 が増 加 したた め と推 察Cれ る。 階 層 が
分 か る26人を分 類 すれ ぼ,地 主 が4人,自 作農 が13人,自 小 作農 が8人,小 作








中心 人 物 は部 落 の上 層 に属 してい た者 であっ た.もの の.自 作農 以 下 の農 民 が85
%を 占め,農 民 も部 落 の中心 人物 に な ゲ て.いった ことが認 定 で きる。 また,中
心 人 物 の ほ とん どが農 村 振興 団体 の役 員..で.あったの で,中 心人 物 を指導 した面
書 記 等 の末端 行 政 職 員は,彼 を通 じて農 村 振興 匠童1体を統 制 した ことに なる。
とこ ろで,農 民 を部 落 の 中心人 物 とし.て利 用 して い った 理 由 は何 で あ った か。
第1,部 落 に地 主 が い ない場 合 で あ る,,そ.の」::うな場 合 には農 民 を利 用 せ ざ る
をえ なか った で あ ろ う。 第2,地 主 が':1::の統 詣1に従 わ な い場合 であ る。面 職員
の 出身 背景 が低 か った の で60),その〒rl.』iili性は一』1'一分 に あ った と考 え られ る。 第3,
地 主 を中心 人物 と して利 用 す るこ とで1詞一』分.な差先制 が行 われ な い場 合 で あ る。
第2節 で述 べ た とお り,'総督 府 には農i購1;動を抑 え るた め に も農 業 を開 発 す る
た め に も部 落 レベ ルで農 民 を組.織し統制 幽.す.'暑}必要が あ ったが,地 主 と小 作 農 と
の 間 には小 作料 の水準 や 小 作契約 の期 間等 をめ.ぐっ.て対 抗 関係 が 作 られ て い た
た めで あ る。 した が って,中 心人 物 とし..て利 用 で き る農 民 さえ存在 すれ ば,農
民 を利 用 した 方 が よ り効 果 的 で あ った て1あ.ろ.う。 農.民を中 心人 物 と して利 用す
るよ うに な った こ とには 主 と して上 記 の::≡≡:つの.事.情.があ った と考 え る。
とこ ろで,中 心 人 物 と して利 用 でiil;.II農民 は どの よ うに形成 され て きた の か。
そ のた め に中 心人 物 の経 歴 につ いて検.i寸.す'ると1、た とえ ば,「 以 前 は極 め て貧
困 なれ しか時 勢 に覚 醒 し以 来 自 ら田 圃 に:立ち刻 苦精 励家 業 に努 めた る結 果 七八
年 間 にお い て6.000円の資産 を成 す にi:.ii.る」6】),[..朝他家 の糞尿 運 び をな し朝食
を得 る等悲 惨 な生 活 を続 けたが その後部 落 内のイ冒用 も出来 ……(小 作地 を得 て
米 作,養 牛,薪 売 り等 を行 って一.一一.一朴).・・…オ=iiヨ当の 貯金 も出来本 人 が小 作 せ る
水 田2反 畑1町 代敷 地1反 歩 の土 地 を1巳,!.主よ 明 手・賦 償還 に て買 い受 け そ の後奮
励 し現 在 は水 田6反 畑2町8反 敷 地2.風歩 をフlifする自作農 とな り裸 一貫 よ り現
在 め蓄 財 と地 位 を得 た の で あ る殊 に農事 の改 」1銅:肥料 の増 施 に あ りと し… …常





を通 じて経 済的 実 力 を高 めて きた者 が 多か った68)。植 民地期 に農産 物 の商 品化
が進 展 した の で,そ れ に上手 に対 応 で きた農 民 が 自己の経済 的実 力 を高 め て い
った と考 えて よいで あ ろ う。 したが って,そ の よ うな農 民 達 が経済 的 実 力 を踏
み 台 として部 落 内で の社 会的 地位 を高 め てい き.中 心ノ、.物にな って1、・つた と考
え る。 また,総 督 府 は中心 人 物 に貸付(た とえば,自 作:農地 設 定 資 金)と い う
誘 引 を提 供 し,以 上 の よ うな農 民 の中 か ら中心 人物 を募 ってい:た.困)、,
要 す るに,地 主 を媒 介者 とす る統制 に は一 定 の 限 界が あ った こと と,中 心 人
物 に な る こ とが で きる一 定程 度 の農 民 が形成 され て きた.ことが相 互 作用 して,
1930年代 には地 主 とと もに農 民 も部落 の 中心人 物 とな ってい ったの で あ る。
IVお わ り に
本 稿の分析 を要約すれぼ.次 の ようである。1)192〔庫 代半ば以後,農 民運
動 団体 の部落 レベルの組織に対処 し,農 業開発 に部落の共同組織 を利用す るた
め,総 督府は積極的に部落 レベルの農村振興 団体 を設:ilZ:し,部落統制 にの りだ
した。2)農 村振興団体が設立 された部落は朝鮮農村の部落の中では相対的に
上 層に属 し,地 域的には農民運動側 の勢 力が弱い地 域'であっ汝:二。3)統 制 され
る側,す なわ ち部落は一つの中心 団体 と複数 の補助 団体 によって構成 されてお
り,中心 団体の長はその部落 の中心人物 であった。4)統 制組織はお もに面,
農会,金 融組合お よび普通学校で構成 されてお り,そ れ,らはたがいに協力する
とともに自己 に割 り当て られた部落 を統制 していた。5)面 の統制部落 に限定
すれば,面 職員が部落 の中心人物 を指導 し,彼 を通 じて部落 を統制する とい う
統制様式 であ った。6)中 心人物の中の一定の部分は].920-3〔)年代に経済 的実
力を高めて きた農民達 によって占められ ていた。
総督府 による農 村統制 が どの程度 まで進行 し成功 した.か,異民族権 力がその
統制を強めてい く過程 で どのような摩擦が生 じたか等は.,本稿の課題 ではない。
63)同上,89-187ページ に掲載 されている再生指導部落中心人物のll…邑.歴を参照 宅5れたい。
64)「 自作農地設定に関す る件」(朝 鮮農会 『朝鮮農務提要:』1936年:).9頁。
188(188)第149差i・1窟1・2・ ξ1是}
また,中 心 人物 の統 制 手段 につ1、・て
題 を遂行 す るた め には部 落 レベ ル で 〔
筆 者 が本 稿 の分 析 に基 づ いて主 張 し;
化 す るこ と,ま たは,地 主 に対 す る奉
化 してい った の でほ な く.地 主 と農r
み入 れ よ うと した とい うこ とで あ る。
い くこと を今後 の課 題 に した い。.
1…:本:格的 に1分析 で きなか った。 これ らの課
フ〕:事例 研究 が 必要 で あ る と考 える。 た だ,
へ::いのは,総 督府 が地 主 との 同盟 関係 を強
鑑ii[1を強化 す る こ とに よって農 村 統制 を強
計i・の両 者 を官僚1こよる直 接 的統制 の下 に組
(::1σ)分析 を植 民地 朝 鮮 の全 時期 に広 げ て
